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〇今季はじめてのあいさつ運動  ～前期生徒会、養父地区ＰＴＡ協力～ 

今年度に入って初めてのあいさつ運動

が 7 月 6 日に行われました。今回は、養

父地区のＰＴＡ役員の皆様にも、校門での

あいさつ運動に協力をいただきました。昨

夜から降った雨も朝には何とか上がりま

した。 

昨年度より後期生徒会が行うあいさつ

運動の日は、雨に降られることが多かった

ですが、今日は何とか大丈夫です。先日認

証式を行った前期生徒会役員が、校門前と

他５か所に分かれて行いました。ＰＴＡ養

父地区の皆様、ありがとうございました。生徒会執行部の皆さん、ご苦労様でした。 

〇どんなのがいいかなあ  ～地域探求Ⅱ ふるさと教育ゲーム作り～ 

７月２日(木)３年生地域創造系地域探求

Ⅱの授業は、「ふるさと教育のゲーム作りに

ついて」鳥取大学武田先生のご指導を受け

行いました。「ふるさとものしり博士」への

インタビューから考案したゲームを、休校

中にオンラインで発表、お互いに評価しあ

いました。今日は、ふるさと教育に資する

ゲーム教材を作成する目的と留意点を確認

し、インタビューで得られた情報を見なが

らグループで意見を集約してゲームデザイ

ンを考えていきました。 

武田先生が持参された鳥取大オリジナ

ル「ふるさとまるごとミュージアム」のゲ

ーム教材(→)を実際に体験しながら、ゲー

ムを行うことで子どもたちに実現してほ

しい姿、目的を確認しながら、制作の留意

点を考えました。例えば、地元香美町の子

供たち向けなら、地元の要素がはいる「地

域性」を入れること。仲間意識を醸成した

いなら「協力型」のゲームに。学校教育の

中で使うなら「倫理性」も必要。今後制作

を進めるにあたりいろいろと考えなけれ

ばならないことがあることを再認識できました。さて、今年はどんなゲームができるで

しょうか、楽しみです。 


